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１. 課題設定と研究方法









を設けたりするなど 連携を図る｣ (幼稚園教育要領,     ) ことを求めた 






小学校学習指導要領第１章総則では, 第４の２の (  ) において ｢学校がそ
の目的を達成するために, 地域や学校の実態等に応じ, 家庭や地域の人々の協
力を得るなど家庭や地域社会との連携を深めること｡ また, 小学校間, 幼稚園
や保育所, 中学校, 特別支援学校などとの間の連携や交流を図るとともに, 障
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害のある幼児児童生徒との交流及び共同学習や高齢者などとの交流の機会を設







































る この連携を ｢連続｣ として考える ｢連続｣ はさらに ｢生活の連続｣ ｢教育





ことを目指す この連携を ｢交流｣ として考える ｢交流｣ はここでは ｢子ど
もの活動交流｣ とする 












































































































行われる｡ Ｂ子は ｢お姉ちゃん､ 宿題しなさいよ｣ と料理をしながら言
う｡ 二人は ｢はーい｣ と絵本を見て勉強する｡ そこへＤ子が ｢いーれて｣
と言って入ろうとするが､ Ｂ子は (遊びの主導権が奪われると思い)
｢ちょっと待って､ もう入るとこないよ｣ とＤ子を遮る｡ Ｄ子は一瞬考
え ｢ワンちゃんならええ？｣ と尋ねる｡ 自然な流れの中で､ 保育者が
｢お母さん､ ワンちゃん飼いたいから飼ってよー｣ と言う｡ Ｂ子は ｢そ
うね・・｣ と犬 (Ｄ子) を飼うことにする｡ しばらく遊んだ後､ お母さ
ん (Ｂ子) が病気になる｡ 二人の姉さんは薬を買いに行くために､ その
場を離れる｡ すると犬 (Ｄ子) は病気のお母さんの周りにぬいぐるみを
置いたり､ ご馳走を並べたりして看病した｡ 二人の姉さんが戻るとＢ子
は ｢これワンちゃんが全部してくれたのよ｡ すごいでしょう｣ と笑顔で
話す｡






















































































の育ちなど多様な育ち (学習) がある (田口               )｡
幼児期における教育方法が一部継承され 教育内容に連続性が生まれること
によって子どもの戸惑いが少なくなる これは ｢生活科｣ だけに当てはまるこ






























探索｣ ｢幼稚園で遊ぼう｣ ｢いも苗植え｣ ６月に ｢小学校探検｣ ｢伝承遊び・リ














このたびの保育所保育指針の改定では ｢小学校との連携｣ の (イ) で ｢子ど
もに関する情報共有に関して 保育所に入所している子どもの就学に際し 市
町村の支援の下に､ 子どもの育ちを支えるための資料が保育所から小学校へ送
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